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論文内容の要旨
〔目的〕
岡山県の特産である花蓮の製造工程では、作業中に高濃度に発生する“い"草染土粉 U んによって
じん肺が発生する可能性がある。
著者は、花蓮業従業者の集団検診、従業者肺の病理組織学的検査、染土による動物実験ならびに染
土の分析を行なって、染土によるじん肺発生の有無を確かめ、その有害度を知り、じん肺予防対策を
も立てようとした。
〔方法ならびに成績〕
従業者検診は、まず、家内労働に依存する自営業者 420 名の胸部レ線直接撮影を実施したが、その
結果は、じん肺の疑わしいものを Rx とすると 45名、明らかなじん肺所見を認めたものは28名であった。
28名のじん肺症度は P l 16名、 P 2 9 名、 P 3 3 名であり、これによって、染土によるじん肺発生はほぼ
確実となった。続いて行なった企業体雇用者 303 名の検診では、 Rx18名、 P122名、 P 2 12名、 P 3 3 名
が摘発され、自営業者よりやや高率であった。企業体では、各職種が分業化され、“い"製品製造の第
1 工程である選別(“い"草を長さに従って分類する)と“もと抜き" (“い"草の根もとの琶を取り除く)
とを行なう調整作業で発じんが最も多いため、この部門だけでみると、 P 1 以上のものが36.1% となり、
しかも、高度じん肺例は大部分が調整作業の経験者であった。
これらじん肺例の胸部レ線像を見ると、症例によってじん肺陰影の大きさにかなりの差違があるよ
うであるが、 0.5mm から1. Ommまでの極めて微小な点状の陰影が基礎になっているものが多く、これら
が一部で集合し、あるいは重畳して投影されると、粟粒大、ときには小豆大以上の不整な陰影となる
こともあって、全肺野にほぼ均等に分布しているのが特徴と言える。陰影が微細で、あるため、初期の
ものは普通のレ線像には現われにくく、 2 倍拡大撮影を行なってみると、意外に多数の点状影を発見
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することが多かったO これらの所見は、他の低濃度けい(珪)酸じんによるけい肺や、粘土肺その他
のじん肺にも通じるもので、診断上注意を要する点であろう。肺紋理はかなりよく保たれ、じん肺に
よると考えられる肺門影の拡大とか肋膜の変化は見られず、肺気腫も著明なものはなかった。
肺機能検査では、 1 秒率は変化せず、%肺活量の低下が認められることから、肺機能障害は肺の線
維化による拘束性障害を主とするものと言えよう。分時最大換気量によって判定すると、肺機能軽度
障害者17名(有所見者49名中)、中等度以上の障害者6名となり、障害度はじん肺の症度と平行する傾
向を示した。このため、防じん対策が必要と考えられるが、材料の性質上、換気、マスク着用などは
困難で\他の方法にもそれぞれ難点があり、定期的検診と職場転換を行なうよりほかに良い方法がな
かった。
肺合併症では、気管枝、肺の慢性炎症がやや高率で、あったが、肺結核は安定型のものが少数例にみ
られただけであった。
従業者肺の病理組織学的検索を行ないたいため、国立岡山療養所、倉敷保健所などでかなり詳しく
調査したが、従業者で肺結核のために肺切除術を受けたものは 3 名が得られたに過ぎず、そのうちの
1 名とホジキン氏病で死亡した従業者 1 名との肺組織にじん肺所見が認められた。すなわち、細血管
周囲および肺胞腔内に染土と考えられる粉じんが多量に証明され、それを摂取した大食細胞によって、
1 ないし 10数肺胞を占める大きちの微細な粉じん巣が多数形成されていたが、線維化は弱く、勝原線
維の発生は軽度で、あった。リンパ節でも、粉じんを貧食した食細胞の集団が広い範囲を占めていたが、
線維化はほとんど見られなかった。これは、ラットを用いた染土の経気管肺内注入実験でも同様で\
大型じんを含めて 1~5 回注入、 7 か月間の経過をみたが、注入回数を増しでも線維化はあまり進行
せず、増加した粉じんの肺胞内充填による小塊状巣形成がときに見られただけであった。これら人肺
および実験動物肺の所見は、従業者検診時の胸部レ線像の現われ方によく反映されているように思う。
染土は、岡山県ではもっぱら明石染土が用いられている。発じんする染土の粒子は 5μ 以下のもの
が45% を占め、内部標準法による X線回折石英定量では、 20%前後の石英のほかに、緑泥石を主とす
る多種類の粘土鉱物の反射が認められた。
〔総括〕
花蓮業従業者には、“い"草染土によるじん肺が発生し、ことに調整工に多発することがわかった。
染土によるじん肺は、低濃度けい酸じんによる非典型けい肺であるとともに粘土肺の一種でもあると
言える。病理組織学上は、弱線維化小結節密在型のじん肺で、普通のレ線写真には現われにくいため、
R2以上になると、粉じん巣は肺の相当の部分を占めているものと考えられ、肺機能の中等度以上の障
害者もかなりみられることから、定期的検診と適時の配置転換とが必要であると考える。
論文の審査結果の要旨
花蓮業では、作業中高濃度に発じんする“い"草染土によってじん肺が発生することは当然考えられ
ることであるが、じん肺発症の有無に関してはまったく研究されていなかった。著者は、花蓮業従業
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者の胸部レ線直接撮影による集団検診、胸部直接 2 倍拡大撮影、肺機能検査、従業者肺の病理組織学
的検査、染土による動物実験ならびに染土の分析を行なうことにより、染土によってかなり高度のじ
ん肺が発生し得ることを確かめ、さらに、染土が20%前後に石英を含有する粘土であり、肺門リンパ
節の腫大を伴わない特異な弱線維化微細結節密在型のじん肺を発生させること、また、それが低濃度
けい酸じんによる非典型けい肺であるとともに粘土肺の一種でもあることを立証した。このことは、
従来言われている粘土肺のうちに、緑泥石族の粘土による新しい粘土肺の一種類すなわちわが国独特
の染土肺を加えたことになり、じん肺研究ことにそのレ線診断学上寄与することが大であるとともに、
地域職業病対策の上からも意義あるものと認める。
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